


自己紹介 安達 榮一

退職後７０才から８５才（現在）は、地域のボランティア活動
１野川流域連絡会委員（１４年間継続中）
２市⺠⼤学総合コース企画委員（３年間）
３野川公園愛護ボランティアの会 野⿃グループ（７年間）
４みたか環境ひろばの編集 （第３５号まで４年間）
５みたか野川の会代表（７年間）
６花と緑のまち三鷹創造協会

緑のボランティア部会の部会⻑（４年間）
７野川のフジバカマの保全（７年間継続中） など
詳しくは、HP 「シニア物語」：http://ada.c.ooco.jp 参照





私の地域を守る活動

①野川の湧⽔や流量の調査
②野川の外来植物の除草
③国⽴天⽂台（七中前）⽵林の管理
④野川のフジバカマの保全
⑤野川の環境学習
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１野川の湧⽔と流量の調査
武蔵野台地は、今から５万から８万年前頃は、多摩川

によって形成された⻘梅を扇頂とする広⼤な扇状地であ
つた。そこには多摩川によって運ばれてきた砂礫の層
（武蔵野礫層）があった。
その後多摩川の下刻作⽤によって、洪⽔時でも浸⽔し

なくなった武蔵野礫層の上に、数千年から数万年の時間
がかかつて、富⼠⼭などの⽕⼭灰が堆積し、ローム層の
台地ができた。しかし多摩川の流路では、⽕⼭灰は流し
去られ、堆積しなかったのでローム層の堆積するところ
としないところができた。その境⽬に段丘崖ができ、野
川では、国分寺崖線といわれている。
武蔵野台地に降った⾬がローム層をゆつくりと浸透

し、さらに武蔵野礫層にたまり、国分寺崖線の端に湧き
出て、湧⽔となる。野川は、その国分寺崖線の湧⽔が集
まって流れる清流です。



冬、国分寺崖線の上から富士山を望む
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。



三鷹の野川の水はどこから来るの
か？

（１）上流から流れてくる⽔
源流は国分寺市恋ヶ窪の⽇⽴中央研究所の⼤池

（２）途中で、流れに加わる⽔
主に、国分寺崖線（ハケ）からの湧き⽔です
例：①野川公園の湧⽔広場の湧⽔

②出⼭下（東⼋道路わき）の湧⽔
③⼤沢の⾥の湧⽔
④野⽔橋下流左岸 など

（３）逃げていく⽔もある
蒸発したり、川底などから漏れていく⽔もある





野川の湧水量調査
●三鷹付近の国分寺崖線の湧⽔量を、野川に注ぐ
地点で調査した。⽐較的湧⽔量が多い、主な４ヶ
所について、毎⽉１回、七年間（２０１０年〜１
０１６年）調査した。
●調査地点４ヶ所は、
①ほたる川（柳橋付近）
②湧⽔広場（くぬぎ橋下流）
③⽔⾞⼩屋向い（⾶橋上流左岸）
④野⽔橋・榛澤橋間

●調査⽅法は、主に浮⼦を流して流速を測り、⽔
路の幅と深さより計算する浮⼦法で、測定した。
●あわせて、野川の流量調査もおこなった。



②湧水広場（くぬぎ橋下流左岸）

③水車小屋向い（飛橋上流左岸） ④野水橋・榛澤橋間左岸

①ほたる川（柳橋付近）
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湧水量調査より分かったこと

●湧⽔量の年間推移は、10⽉が⼀番
多く、2⽉から５⽉頃は少なかった。
●湧⽔量は、この七年間では、減少傾
向にはなく、後半の２０１４年〜２０
１６年は、前半の２０１０年〜２０１
３年より多い。趨勢を判断するには、
もう少し⻑い期間の推移を調べること
が必要であると思います。今後の推移
が興味深い。



１野川の流量調査

●野川流域全体の流量測定（３ヶ月毎）
（三鷹地区の３ヶ所を担当）

●三鷹地区の流量測定（毎月）
（一人で３ヶ所を実施）



●野川流域連絡会では、２００９年１０⽉から
都⺠委員が、分担して、３ヶ⽉に⼀度、野川全域
の２８カ所で流量の測定を始めた。都⺠⾃らが測
定することで、流量を体感し、「納得できる」流
量の模索を⾏う試みである。
●私は、三鷹地区（富⼠⾒⼤橋、⾶橋、⼤沢橋）
の３ヶ所を担当した。東京都建設局河川部計画課
の職員とチームを組んで、川幅、⽔深を測り、更
に浮⼦を流して流速を測り、流量を計算した。
●測定は８年間実施した。結果は、野川の河川整
備計画改定時に参考にされた。

野川全域の流量測定



毎月の野川の流量測定
●⼀⼈で、三鷹地区の野川の流量を毎⽉⼀回測
定した。主な３ヶ所について、毎⽉１回、七年
間（２０１０年〜１０１６年）調査した。
●調査地点４ヶ所は、
①富⼠⾒⼤橋下流
②⾶橋上流
③⼤沢橋下流

●調査⽅法は、主に浮⼦を流して流速を測り、
⽔路の幅と深さより計算する浮⼦法で、測定し
た。



一人でもできる流量の簡易測定
（野川の富士見大橋下流）



①富士見大橋下流 ②飛橋上流

③大沢橋下流



野川の流量の推移（富士見大橋、飛橋、大沢橋）

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2
平

成
２
２
年

１
月

４
月

７
月

１
０
月

平
成

２
３
年

１
月

４
月

７
月

１
０
月

平
成

２
４
年

１
月

４
月

７
月

１
０
月

平
成

２
５
年

１
月

４
月

７
月

１
０
月

平
成

２
６
年

１
月

４
月

７
月

１
０
月

平
成

２
７
年

１
月

４
月

７
月

１
０
月

平
成

２
８
年

１
月

４
月

７
月

１
０
月

平
成

２
９
年

１
月

４
月

７
月

１
０
月

流
量

（
ｍ
３
/秒

）

月

富士見大橋 飛橋 大沢橋



0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

流
量

（
㎣

/
秒

）
大沢橋（平成２２年～平成２８年）

平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平均



0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

流
量

（
㎥

/
秒

）

月別平均流量の年間推移

（２０１０年～２０１６年）

富士見大橋 飛橋 大沢橋



0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

0.4

0.45

0.5

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

流
量

（
ｍ
³/秒

）
野川の年平均流量の推移

富士見大橋 飛橋 大沢橋



流量調査より分かったこと

•流量の年間推移は、10⽉が⼀番多く、2⽉
から５⽉頃は少なかった、
•野川の流量推移と湧⽔量の推移は良く似
た変化をしている。
•野川の流量は、湧⽔量同様に、この七年
間では、減少傾向にはなく、後半の２０
１４年〜２０１６年は、前半の２０１０
年〜２０１３年より多ぃ。流量の推移
は、もう少し⻑い期間⾒ることが必要
で、今後の推移が興味深い。



野川の流量の⻑期推移の検討
〜三鷹市環境保全のあらましのデータに基づく〜
●主旨：三鷹市の「環境保全のあらまし」には、１９９７年か
ら２０１７年の２１年間、野川の御塔坂橋で年４回（２⽉、６
⽉、９⽉、１１⽉）流量を測定したデータが記録されている。
なお１１⽉だけは１９７６年からデータがある。また、今後
も、この測定は継続されると思われる。この貴重なデータを
使って、野川の流量が⻑期的にどう推移しているかを検討し
た。
●結果：２⽉、６⽉、１１⽉の流量の⻑期的な推移は、若⼲増
加し、９⽉の流量は若⼲減少していた。だが、４回の平均の年
平均流量は、若⼲増加していた。
●考察：下⽔道の普及や都市化の影響で、減少してきた野川の
流量は、この２１年間では、下げ⽌まり、むしろ若⼲増加の兆
候をみせているのではないかと思われる。引き続き注視するこ
とが重要と考えます。
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２野川の外来植物の除草

（みたか野川の会の活動）



野川の植物

昔からあった植物（在来植物）

減少

外からきた植物（外来植物）

増加

外来植物は約４０％に



カントウヨメナ



ミ ク リ



ジュズダマ



フジバカマ



ツルボ



ナンバンギゼル

ナンバンギゼル



野川の外来植物

野川の困りもの、特定外来生物（植物）

アレチウリ （特定外来生物）
オオブタクサ（要注意外来生物）
オオフサモ （特定外来生物）など
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オオブタクサの分布
（２００７年９月）



オオブタクサの分布
（２００８年７月）



みたか野川の会の活動
２００７年９⽉から⼀⼈で野川のアレチウリとオオブタクサの除
草を始めました。翌年２００８年８⽉からは仲間が６名となり
「みたか野川の会」ができ、野川の富⼠⾒⼤橋から⼤沢橋までの
区間に的をしぼり、除草をおこないました。完全な駆除は難しい
が、５年間の活動で、この外来植物の芽⽣えの密度は、以前より
は減少しました、２０１３年から２０１４年までは、範囲を御塔
坂橋まで広げて活動をしました。
豊かな野川を守り、⽣き物の住みやすい環境を保全し、うつくし
い川辺の⾵景を失わないでほしいと思って除草活動を続けまし
た。また、野川の植物調査も実施しました。
なお、この活動は、河川管理者の東京都北多摩南部建設事務所か
ら、外来⽣物法にもとづく防除（駆除）の活動であることを認め
ていただいていて、除草ごみの処分をしていただきました。
２０１５年３⽉に「みたか野川の会」は解散しました。



２００９年８月



G

野川の外来植物と取り組むみたか野川の会

２０１１年８月



みたか野川の会の主な活動(７年間)まとめ
• 定例の除草活動
７⽉から１０⽉の⽔曜⽇の朝７時から１時間半の
除草作業 ５８回実施

• ⾃主的な除草活動 １３１回 実施
• 野川の野草観察会 １６回 実施
• 除草実習⽀援 ５回（⽻沢⼩と北南建）
• 他団体との交流会 ２回（せたがや野川の会）
• 会員数 延１１名

活動の成果 ４年⽬の２０１１年には、オオブタクサ
の密度が⼤幅に減少した。７年⽬の２０１４年で活動
を終了した。



NPO法人むさしのみたか市民テレビ局作成



2010年10月12日

野川の野草観察会
～外来植物除草後の野草の様子を観察～



野川の植物調査
～法面、高水敷、水中すべての植物を調査～
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岸

２富士見大橋下流左

岸
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左岸（アジサイ前）

４富士見大橋・泉橋間

右岸

５相曾浦橋下流左岸

６相曾浦橋・飛橋間左

岸（大沢田圃前）

７富士見大橋上流右

岸（除草活動範囲

外）

オオブタクサの密度は除草3年後に大幅に減少した。



２００８年８月１日１富士見大橋下流右岸 0.5x0.5



２００７年９月１７日



２０１０年９月１０日



２０１４年８月９日



２０１８年８月１９日



せたがや野川の会との交流会 ２０１２年８月１０日



２０１３年７月１９日せたがや野川の会との交流会



３天文台構内（七中前）
竹林の管理



●緑のボランティア講座第3期を受講
（2005年）し、北野中央公園で活動

（2009年〜2011年）
●ＮＰＯ法⼈花と緑のまち三鷹創造協
会が発⾜し（2009年）、緑のボラン
ティア部会準備会に参加し、初代部会
⻑を2期4年務めた。

(2011年〜2015年）
●国⽴天⽂台⽵林（7中前）の管理活動
がスタート。（2011年〜）



保全活動前の竹林の様子

第七中学校前の国⽴天⽂台の⽵林
（約４６００ｍ²）は⻑い間放置され
た⽵林で、北側の第七中学校や近く
の⺠家には、⽇射をさえぎり、安全
安⼼の観点からも、改善が望まれる
状態であった。
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２０１０年８月１９日



２０１１年１月５日



定例活動
平成23年度 7回 ⼟曜⽇午後

(2011年度)
平成24年度 8回 ⼟曜⽇午後

（2012年度）
平成25年度 8回 ⼟曜⽇午後

（2013年度）
平成26年度 12回 ⽕曜⽇午前

（2014年度) ⼟曜⽇午後







２０１１年２月５日



保全活動後の竹林の様子

●⽵林の管理活動を初めて3〜4年がた
つと、⽵林は明るくなり、七中の校舎
がよく⾒えるようになった。
●⽵林の中の樹⽊にも光があたり、コ
ブシ、ツバキ、キンモクセイなどの花
が咲きだした。
●万年塀をフエンスに代える⼯事が⾏
われ、外から⽵林がよく⾒えるように
なった。
●⽵は数年で枯れるので、毎年１００
本ほどの新しい⽵を育てることを始め
た。



２０１３年3月20日コブシの花



2013年3月20日ツバキの花



2013年4月24日



2013年4月24日



２０１３年４月２７日





２０１４年５月３日



２０１４年９月９日



２０１４年９月９日竹林のホウノキ



2014年10月1日「竹林のキンモクセイ



2014年10月1日「



２０１４年１２月６日



●国⽴天⽂台の副台⻑の渡部⽒からは、「天⽂台内部で
は、好意的に受け取られている」旨連絡を頂いた。

（２０１３年４⽉３⽇ 返信を受信）

「お⼿紙および報告書拝受」
安達様 お⼿紙及び⽵林密度管理の活動についての報告書を拝受
いたしました。たいへんよくまとめられていて、⽇頃の活動がよ
く理解できました。国⽴天⽂台を代表して御礼申しあげます。あ
りがとうございました。

今年の活動についても、台内では好意的な意⾒が多く、ぜひ続
けてもらおうという趣旨で会議も問題なく通っています。今後も
椿だけでなく、さまざまな⼈の環の「花」を咲かせていただけれ
ば、と願っています。今後ともよろしくお願いいたします。
渡部潤⼀
Prof. Junichi Watanabe



●⼤学共同利⽤機関法⼈⾃然環境研究機構NINSの
環境報告書２０１４の９⾴には、下記の記述があ
り、その後２０１７年まで、毎年同様の記述が掲
載されている。



伐採竹で作った水鉄砲



２０１３年９月２８日ガーデニングフエスタ２０１３



４ 野川のフジバカマの保全



野川のフジバカマを育てる
フジバカマは、秋の七草の一つで、万葉集のころから
日本人に親しまれてきた多年草の植物です。河原の
湿った場所に生育していたが、その数は、近年の都市
開発や河川改修に伴い減少している。環境省の４次
レッドリスト（平成２７年改訂版）にはＮＴ（準絶滅危惧）
に指定されてる。東京都の「レッドデータブック東京２０
１３」には、西多摩と南多摩では、ＣＲ（近い将来におい
ては野生では絶滅の危険性がきわめて高いもの）、区
部、北多摩では、ＤＤ（情報不足：環境条件の変化に
よって、容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行しうる属
性を有しているが、生育・生息状況をはじめとして、ラ
ンクを判断するに足る情報が得られていないもの）とさ
れている。

そのフジバカマが、２０１１年８月に、野川に残っている
ことが確認されたので、保全活動が始まった。



野川のフジバカマゾーンの管理
①野川を管理する北多摩南部建設事務所と協議し
て翌年の２０１２年から、フジバカマの比較的よく
残っている野川の法面の約１２０ｍ²（幅約４ｍＸ長さ
約３０ｍ）をゾーニングして、都の草刈りをしないよう
にした。その代わり市民が除草などの管理活動を行
うことにした。
②２０１２年秋にはフジバカマの草丈が約１６０ｃｍに
生育し、花が咲き、海を旅する蝶アサギマダラが
やってきた。



③野川のフジバカマの種から苗を育て、
三鷹市自然環境保全地区（天文台崖下）
三鷹市星と森と絵本の家の花壇

（＠国立天文台構内）
大沢コミセンの花壇
日立中央研究所の庭園
神代植物公園植物多様性センター
羽沢小学校 などに苗を提供した。

④東京都レッドリストへの情報提供
東京都の保護上主要な野生生物種情報記入
シートを提出した。

⑤植物標本の作成と牧野標本館（＠首都大学東
京）へ標本を提出した。



２０１３年９月２３日



２０１４年１０月



２０１６年９月17日



２０１８年９月１６日



２０１４年９月末



２０１２年１０月２日

２０１３年９月３０日

アサギマダラ
アサギマダラ



２０１５年９月２７日

２０１５年９月３０日

アサギマダラ
アサギマダラ



２０１５年９月３０日

アサギマダラ





三鷹市自然環境保全地区（天文台崖下）２０１４年９月２２日



星と森と絵本の家のフジバカマ 2016年9月10日



大沢コミセン花壇２０１４年１０月４日



フジバカマ＠日立中央研究所の庭園２０１８年９月２０日



大沢コミセンのカワラナデシコ ２０１８年７月



５ 野川の環境学習
●三鷹市羽沢小学校４年生の環境学習支援
①２００９年１０月１５日 ５０名「野川について学習」
②２００９年１１月１０日 １３名「外来植物除草」
③２００９年１１月１３日 １０名「湧水観察」
④２０１１年９月９日 ３９名 「外来植物除草」
⑤２０１４年１０月１０日 ６０名 「野川について学習」
②２０１４年１１月６日 ６０名 「外来植物除草」

●東京都の職員研修支援
①２０１１年１０月１８日 ５名 「アレチウリの除草」
②２０１２年８月２３日 ３名 「オオブタクサの除草」
③２０１６年１０月２７日 ９名 「フジバカマの見学」



５ 野川の環境学習（続き）

●野川流域連絡会生きもの分科会の

野川・生きもの観察会
（毎年２回（８月と１月）野川のホタル川付近で

実施、水生生物を探し、観察する）

●野川流域連絡会の

小学生による野川の通信簿
（毎年１回６月新小金井橋付近の野川で実施、

水質、水生生物、植物、野鳥と昆虫を観察、採点する）

上記に２００６年から２０１７年までスタッフとして参加。



羽沢小の環境学習の様子 （２００９年１１月）



羽沢小の環境学習の様子 （２００９年１１月）



羽沢小の環境学習の様子 （２０１１年９月）



羽沢小の環境学習の様子 （２０１４年１１月）



都の職員とアレチウリの除草 （２０１１年１０月）



都の職員とオオブタクサの除草 （２０１２年８月）



都の職員のフジバカマの見学 （２０１６年１０月）



野川の通信簿２０１７年７月３日



野川・生きもの観察会２０１６年８月７日



わたしたちの野川

作詞 歌・ビデオ部

作曲 尼子 裕貴

おおさわ学園三鷹市立羽沢小学校４年生
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課題と反省

①高齢化への対応

②活動の継続性の確保

③情報の発・受信と共有化の努力

④なにか光るものがある活動ビジヨン



ご静聴 有難うございました


